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(57)【要約】
【課題】大きな金型を必要としない部材で形成された、
建物の梁を避ける回避部を有する浴室ユニット、接合部
材及び浴室ユニット製造方法を提供する。
【解決手段】浴室ユニット１０は、定形の壁パネル１２
から、建物の梁を避ける回避部１８を切り取った回避壁
パネル１２Ａと、定形の天井パネル１４から、梁を避け
る回避部１８を切り取った回避天井パネル１４Ａと、定
形の側壁パネル１６から、梁を避ける回避部１８を切り
取った回避側壁パネル１６Ａと、壁パネル１２から回避
部１８として切り取られた分離壁パネル１２Ｂと、天井
パネル１４から回避部１８として切り取られた分離天井
パネル１４Ｂとを互いに接合して側面視を直角状にし、
回避壁パネル１２Ａ、回避天井パネル１４Ａ、及び回避
側壁パネル１６Ａによって形成された開口部を閉じる再
利用パネルと７１と、を有している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　定形の壁パネルから、建物の梁を避ける回避部を切り取った回避壁パネルと、
　定形の天井パネルから、前記梁を避ける回避部を切り取った回避天井パネルと、
　定形の側壁パネルから、前記梁を避ける回避部を切り取った回避側壁パネルと、　
　前記壁パネルから前記回避部として切り取られた分離壁パネルと、前記天井パネルから
前記回避部として切り取られた分離天井パネルとを互いに接合して側面視を直角状にし、
前記回避壁パネル、前記回避天井パネル、及び前記回避側壁パネルによって形成された開
口部を閉じる再利用パネルと、
　を有する浴室ユニット。
【請求項２】
　前記再利用パネルの直角状態に接合された接合部には、直角に連結された第１接合板と
第２接合板を有する接合部材が設けられ、前記第１接合板には前記分離壁パネルが接合さ
れ、前記第２接合板には前記分離天井パネルが接合されている請求項１に記載の浴室ユニ
ット。
【請求項３】
　前記接合部材の前記第１接合板には溝部が形成され、前記第１接合板を覆う第１化粧板
には前記溝部と係合される爪部が形成され、前記第１化粧板は、前記再利用パネルの前記
接合部に複数設けられた前記接合部材の各溝部と連続して係合される長さとされている請
求項２に記載の浴室ユニット。
【請求項４】
　前記再利用パネルの直角状態に接合された接合部には、側面から突出された支持部を備
えた平板状の連結板が設けられ、前記連結板の前記支持部より上部の上接合部は、前記支
持部に支持された前記分離壁パネルと接合され、前記連結板の前記支持部より下部の下接
合部は、前記分離天井パネルと接合されている請求項１に記載の浴室ユニット。
【請求項５】
　前記連結板には切欠き部が形成され、前記連結板を覆う第２化粧板には、前記切欠き部
と係合される爪部が形成され、前記連結板は、前記再利用パネルの前記接合部を連続して
連結する長さとされている請求項４に記載の浴室ユニット。
【請求項６】
　定形の壁パネルから切り取られ、梁横の開口部を閉じる分離壁パネルが接合される第１
接合板と、
　前記第１接合板と直角に連結され、定形の天井パネルから切り取られ、梁下の開口部を
閉じる分離天井パネルが接合される第２接合板と、
　前記第１接合板に形成され、前記第１接合板を覆う第１化粧板の爪部と係合される溝部
と、
　を有する接合部材。
【請求項７】
　平板部の側面から突出された支持部を備えた連結板と、
　前記連結板の前記支持部より上部であり、下端部が前記支持部で支持され、定形の壁パ
ネルからから切り取られ梁横の開口部を閉じる分離壁パネルが接合される上接合部と、
　前記連結板の前記支持部より下部であり、定形の天井パネルから切り取られ梁下の開口
部を閉じる分離天井パネルが接合される下接合部と、
　前記連結板の上端部と下端部に形成され、前記連結板を覆う第２化粧板の爪部と係合さ
れる切欠き部と、
　を有する接合部材。
【請求項８】
　定形の壁パネルから建物の梁を避ける回避部を切り取る回避壁パネル形成工程と、
　定形の天井パネルから前記梁を避ける回避部を切り取る回避天井パネル形成工程と、
　定形の側壁パネルから前記梁を避ける回避部を切り取る回避側壁パネル形成工程と、
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　前記壁パネルから切り取られた分離壁パネルと、前記天井パネルから切り取られた分離
天井パネルとを側面視が直角状態に接合し、前記回避壁パネル、前記回避天井パネル、及
び前記回避側壁パネルで形成された開口部を閉じる再利用パネル形成工程と、
　前記回避壁パネル、前記回避天井パネル、前記回避側壁パネル、及び前記再利用パネル
を用いて、前記回避部を備えた浴室ユニットを組み立てる浴室ユニット組立工程と、
　を有する浴室ユニット製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建物の梁を避ける回避部を有する浴室ユニット、接合部材及び浴室ユニット
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浴室ユニットが設置される空間に建築の梁がある場合には、浴室ユニットを組み立てる
前に、浴室ユニットを構成する壁パネル、天井パネル及び側壁パネルの一部を切り取り、
回避部を形成して梁を回避している。この回避部には、別途、ＡＢＳ樹脂等で一体成型さ
れたパネル部材（側面視がＬ字状のいわゆる梁欠きパネル）を接合し、梁欠きパネルで回
避部に新たな壁及び天井を形成し、開口部を閉じて、浴室としての機密性を確保していた
（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－３０３７８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかし、特許文献１は、梁欠きパネルをＡＢＣ樹脂等で一体成型する構成のため、大型の
成型金型を必要とする。このとき、サイズが異なる複数種類の浴室ユニットに対応させて
、複数の成型金型が必要となる。更に、室内側への突出し寸法が異なる複数種類の建物の
梁に対応させて、複数の成型金型が必要となる。このため、成型金型への多額の投資が必
要となる。なお、梁欠きパネルを鋼板などの金属材料で成形する場合には、製品重量が重
くなるという問題が生じる。また、梁欠きパネルのサイズの共用を図るため、最大寸法の
梁サイズに対応させて、梁欠きパネルを大きく形成する場合には、梁欠きパネルの共用は
出来ても、浴室の内部空間が減少するという問題が生じる。
【０００５】
　本発明は、上記事実に鑑み、大型の成型金型を必要としない部材で形成された、建物の
梁を避ける回避部を有する浴室ユニット、接合部材及び浴室ユニット製造方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１に記載の発明に係る浴室ユニットは、定形の壁パネルから、建物の梁を避ける
回避部を切り取った回避壁パネルと、定形の天井パネルから、前記梁を避ける回避部を切
り取った回避天井パネルと、定形の側壁パネルから、前記梁を避ける回避部を切り取った
回避側壁パネルと、前記壁パネルから前記回避部として切り取られた分離壁パネルと、前
記天井パネルから前記回避部として切り取られた分離天井パネルとを互いに接合して側面
視を直角状にし、前記回避壁パネル、前記回避天井パネル、及び前記回避側壁パネルによ
って形成された開口部を閉じる再利用パネルと、を有することを特徴としている。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、定形の壁パネルから建物の梁を避ける回避部を切り取
って回避壁パネルが形成され、定形の天井パネルから梁を避ける回避部を切り取って回避
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天井パネルが形成され、定形の側壁パネルから梁を避ける回避部を切り取って回避側壁パ
ネルが形成される。また、再利用パネル（いわゆる梁欠きパネル）により、回避壁パネル
、回避天井パネル及び回避側壁パネルで形成された開口部が閉じられる。
【０００８】
　ここに、再利用パネルは、定形の壁パネルから切取られた分離壁パネルと、定形の天井
パネルから切取られた分離天井パネルで形成され、梁横及び梁下の開口部を閉じるので、
大型の成型金型を用いる必要がない。即ち、大型の成型金型を必要としない部材で形成さ
れた、建物の梁を避ける回避部を有する浴室ユニットを提供することができる。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の浴室ユニットにおいて、前記再利用パネル
の直角状態に接合された接合部には、直角に連結された第１接合板と第２接合板を有する
接合部材が設けられ、前記第１接合板には前記分離壁パネルが接合され、前記第２接合板
には前記分離天井パネルが接合されていることを特徴としている。
　請求項２に記載の発明によれば、接合部材により、分離壁パネルと分離天井パネルを側
面視が直角状態（Ｌ字状）に接合することができる。これにより、分離壁パネルで梁横に
形成された開口部が閉じられ、分離天井パネルで梁下に形成された開口部が閉じられる。
即ち、再利用パネルで、側面視がＬ字状に切り取られた浴室ユニットの開口部を閉じるこ
とができる。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の浴室ユニットにおいて、前記接合部材の前
記第１接合板には溝部が形成され、前記第１接合板を覆う第１化粧板には前記溝部と係合
される爪部が形成され、前記第１化粧板は、前記再利用パネルの前記接合部に複数設けら
れた前記接合部材の各溝部と連続して係合される長さとされていることを特徴としている
。
　請求項３に記載の発明によれば、接合部材の第１接合板に形成された溝部に、第１化粧
板に形成された爪部を挿入することで、第１接合板と第１化粧板が係合される。このとき
、接合部材は、再利用パネルの接合部に複数設けられており、第１化粧板により、複数の
第１接合板が連続して覆われる。この結果、浴室内部側の意匠性を高めることができる。
【００１１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１に記載の浴室ユニットにおいて、前記再利用パネル
の直角状態に接合された接合部には、側面から突出された支持部を備えた平板状の連結板
が設けられ、前記連結板の前記支持部より上部の上接合部は、前記支持部に支持された前
記分離壁パネルと接合され、前記連結板の前記支持部より下部の下接合部は、前記分離天
井パネルと接合されていることを特徴としている。
　請求項４に記載の発明によれば、側面に支持部が備えられた連結板により、分離壁パネ
ルと分離天井パネルを側面視が直角状態（Ｌ字状）に接合することができる。これにより
、分離壁パネルで梁横に形成された開口部が閉じられ、分離天井パネルで梁下に形成され
た開口部が閉じられる。即ち、再利用パネルで、側面視がＬ字状に切り取られた浴室ユニ
ットの開口部を閉じることができる。
【００１２】
　請求項５に記載の発明は、請求項４に記載の浴室ユニットにおいて、前記連結板には切
欠き部が形成され、前記連結板を覆う第２化粧板には、前記切欠き部と係合される爪部が
形成され、前記連結板は、前記再利用パネルの前記接合部を連続して連結する長さとされ
ていることを特徴としている。
　請求項５に記載の発明によれば、連結板に形成された切欠き部に、第２化粧板に形成さ
れた爪部を係合させることで、第２化粧板と連結板が係合される。このとき、連結板は、
再利用パネルの接合部を連続して連結する長さとされている。この結果、浴室内部側の意
匠性を高めることができる。
【００１３】
請求項６に記載の発明に係る接合部材は、定形の壁パネルから切り取られ、梁横の開口部
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を閉じる分離壁パネルが接合される第１接合板と、前記第１接合板と直角に連結され、定
形の天井パネルから切り取られ、梁下の開口部を閉じる分離天井パネルが接合される第２
接合板と、前記第１接合板に形成され、前記第１接合板を覆う第１化粧板の爪部と係合さ
れる溝部と、を有することを特徴としている。
請求項６に記載の発明によれば、接合部材により、再利用パネルの分離壁パネルと分離天
井パネルの接合部が直角に接合される。これにより、分離壁パネルで梁横に形成された開
口部が閉じられ、分離天井パネルで梁下に形成された開口部が閉じられる。即ち、再利用
パネルで、側面視がＬ字状に切り取られた浴室ユニットの開口部を閉じることができる。
また、接合部材に形成された溝部に第１化粧板の爪部を係合させることで、第１化粧板で
接合部材を覆うことができる。
【００１４】
請求項７に記載の発明に係る接合部材は、平板部の側面から突出された支持部を備えた連
結板と、前記連結板の前記支持部より上部であり、下端部が前記支持部で支持され、定形
の壁パネルからから切り取られ梁横の開口部を閉じる分離壁パネルが接合される上接合部
と、前記連結板の前記支持部より下部であり、定形の天井パネルから切り取られ梁下の開
口部を閉じる分離天井パネルが接合される下接合部と、前記連結板の上端部と下端部に形
成され、前記連結板を覆う第２化粧板の爪部と係合される切欠き部と、を有することを特
徴としている。
請求項７に記載の発明によれば、支持部が備えられた連結板により、再利用パネルの分離
壁パネルと分離天井パネルが側面視が直角状態（Ｌ字状）に接合される。これにより、分
離壁パネルで梁横に形成された開口部が閉じられ、分離天井パネルで梁下に形成された開
口部が閉じられる。即ち、再利用パネルで、側面視がＬ字状に切り取られた浴室ユニット
の開口部を閉じることができる。また、連結板に形成された溝部に第２化粧板の爪部を係
合させることで、第２化粧板で連結板を覆うことができる。
【００１５】
　請求項８に記載の発明に係る浴室ユニットの製造方法は、定形の壁パネルから建物の梁
を避ける回避部を切り取る回避壁パネル形成工程と、定形の天井パネルから前記梁を避け
る回避部を切り取る回避天井パネル形成工程と、定形の側壁パネルから前記梁を避ける回
避部を切り取る回避側壁パネル形成工程と、前記壁パネルから切り取られた分離壁パネル
と、前記天井パネルから切り取られた分離天井パネルとを側面視が直角状態に接合し、前
記回避壁パネル、前記回避天井パネル、及び前記回避側壁パネルで形成された開口部を閉
じる再利用パネル形成工程と、前記回避壁パネル、前記回避天井パネル、前記回避側壁パ
ネル、及び前記再利用パネルを用いて、前記回避部を備えた浴室ユニットを組み立てる浴
室ユニット組立工程と、を有することを特徴としている。
【００１６】
　請求項８に記載の発明によれば、回避壁パネル形成工程、回避天井パネル形成工程、回
避側壁パネル形成工程、接合工程、及び浴室ユニット組立工程を経て、建物の梁を避ける
回避部を有する浴室ユニットが製造される。このとき、建物の梁を避けるために切り取ら
れた開口部は、定形の壁パネルから切り取られた分離壁パネル、及び定形の天井パネルか
ら切り取られた分離天井パネルを接合した再利用パネルで閉じられる。
この結果、大型の成型金型を必要としない部材で形成された、建物の梁を避ける回避部を
有する浴室ユニットの製造方法を提供することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、上記構成としてあるので、大型の成型金型を必要としない部材で形成された
、建物の梁を避ける回避部を有する浴室ユニット、接合部材及び浴室ユニット製造方法を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】（Ａ）は本発明の実施形態に係る浴室ユニットの基本構成を示す図２（Ｂ）のＸ
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－Ｘ線断面図であり、（Ｂ）は回避部を切断する前の図２（Ｂ）のＸ－Ｘ線断面図であり
、（Ｃ）は回避部を閉じた状態の図２（Ｂ）のＸ－Ｘ線断面図である。
【図２】（Ａ）は本発明の第１実施形態に係る浴室ユニットを構成する壁パネル、天井パ
ネル、側壁パネルの分解斜視図であり、（Ｂ）は組立後の浴室ユニットの外観斜視図であ
る。
【図３】（Ａ）は本発明の第１実施形態に係る浴室ユニットの再利用パネルを構成する接
合部材の正面図であり、（Ｂ）は接合部材の斜視図であり、（Ｃ）は接合部材に取り付け
られる第１化粧板の斜視図である。
【図４】（Ａ）は本発明の第１実施形態に係る再利用パネルの接合部の図２（Ｂ）のＸ－
Ｘ線断面図であり、（Ｂ）は接合部の浴室外側からの斜視図である。
【図５】（Ａ）は本発明の第２実施形態に係る浴室ユニットを構成する接合部材の斜視図
であり、（Ｂ）は接合部材に取り付けられる第２化粧板の斜視図であり、（Ｃ）は本発明
の第２実施形態に係る再利用パネルの接合部の図２（Ｂ）のＸ－Ｘ線断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（第１実施形態）
図１～図４を用いて、第１実施形態に係る浴室ユニット１０について説明する。
　図１（Ａ）の断面図に示すように、浴室３６は、一部が建物５８の梁３８と重なる位置
に配置されるため（図１（Ｂ）参照）、角部の一部に梁３８を避ける凹状の回避部１８が
形成されている（図１（Ｃ）参照）。ここに、図２（Ａ）の分解斜視図、図２（Ｂ）の斜
視図に示すように、浴室３６は、複数のパネルを組み合わせた浴室ユニット１０で構築さ
れている。
　詳細は後述するが、浴室３６の壁を構成する回避壁パネル１２Ａは、定形の壁パネル１
２から、切断部Ｃ１で分離壁パネル１２Ｂを切り取って形成される。また、浴室３６の天
井を構成する回避天井パネル１４Ａは、定形の天井パネル１４から、切断位置Ｃ２で分離
天井パネル１４Ｂを切り取って形成される（図１（Ｂ）参照）。また、浴室ユニット１０
の梁横、及び梁下の開口部は、切り取られた部材（分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル
１４Ｂ）を接合した再利用パネル７２で閉じられる（図１（Ｃ）参照）。
【００２０】
　先ず、浴室ユニット１０の構成について説明する。
　図１、図２に示すように、浴室３６の空間を囲む複数の壁のうち、梁３８の下方の壁パ
ネル（回避壁パネル）１２Ａは、後述する１枚の定形の壁パネル１２の上部を切り取って
形成される。即ち、樹脂製の壁パネル１２から、梁３８を避ける回避部１８となる部分（
分離壁パネル１２Ｂ）が切り取られて形成される。ここに、回避壁パネル１２Ａは、壁パ
ネル１２の梁３８と重なる上部を、梁３８の底面３８Ｄと平行（梁３８の底面に沿った方
向）に、梁３８の底面３８Ｄより低い位置で切り取って形成される。
　定形の壁パネル、定形の天井パネル及び定形の側壁パネルとは、組立対象の浴室ユニッ
トの壁、天井及び側壁を構成するパネルとして成型されたパネルであり、未だ、梁の回避
部等の設置場所による制約を満たすための設計変更や追加加工等がされていない壁パネル
、天井パネル及び側壁パネルをいう。
　定形の壁パネル、定形の天井パネル及び定形の側壁パネルは、組立対象の浴室ユニット
毎に定められた外形寸法で形成され、１枚若しくは複数枚が組み合わされて、浴室ユニッ
ト１０の壁、天井及び側壁が構成される。また、定形の壁パネル、定形の天井パネル及び
定形の側壁パネルには、補強用のリブが、浴室の外側に格子状に設けられている。
【００２１】
また、浴室３６の回避天井パネル１４Ａは、１枚の定形の天井パネル１４の端部を切り取
って形成される。即ち、樹脂製の天井パネル１４の、梁３８を避ける回避部１８となる部
分（分離天井パネル１４Ｂ）を切り取って形成される。ここに、回避天井パネル１４Ａは
、梁３８と重なる端部が梁３８の側面３８Ｓと平行（梁３８の側面に沿った方向）に、梁
３８の側面３８Ｓから少し離れた位置で切り取って形成される。
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【００２２】
また、浴室３６の梁下の回避壁パネル１２Ａと隣接する回避側壁パネル１６Ａは、両側壁
が各１枚の定形の側壁パネル１６の上端部を切り取って形成されている。即ち、樹脂製の
側壁パネル１６の、梁３８を避ける回避部１８となる部分（分離側壁パネル１６Ｂ）を切
り取って形成される。ここに、回避側壁パネル１６Ａは、梁３８と重なる上部の一部を、
梁３８の側面３８Ｓに沿った方向、及び底面３８Ｄに沿った方向に切断して形成される（
図２（Ａ）参照）。回避側壁パネル１６Ａは２枚が一対として両側壁が形成され、回避壁
パネル１２Ａを挟んで対向して配置される。
浴室３６は、更に、床を構成する１枚の定形の床パネル１３、及び回避壁パネル１２Ａと
対向する壁を構成する１枚の定形の壁パネル１５を備えている（図１（Ａ）参照）。
【００２３】
　次に、浴室ユニット１０の回避部１８について説明する。
　図１、図２に示すように、回避壁パネル１２Ａの切取り部、回避天井パネル１４Ａの切
取り部、及び回避側壁パネル１６Ａの切取り部で、凹状の回避部１８が形成される。切り
取られた回避部１８の開口部を塞ぐ再利用パネル７２は、定形の壁パネル１２から切り取
られた分離壁パネル１２Ｂと、定形の天井パネル１４から切り取られた分離天井パネル１
４Ｂで構成され、それらの端部同士を接合する接合部（図１（Ａ）に破線丸印で示すＬ部
）は、接合部材２０で略直角に接合されている。
　なお、図示は省略するが、浴室ユニット１０の回避部１８に再利用パネル７２を接合し
た後は、再利用パネル７２の接合部全体に線状にコーキング材を塗布し、接合面をシール
する。これにより、接合部の機密性を確保することができる。
【００２４】
　ここに、分離壁パネル１２Ｂは、梁３８の側面３８Ｓと対向させて配置され、上端部を
回避天井パネル１４Ａの切断部Ｃ２と当接させ、左右端部を回避側壁パネル１６Ａの切断
部とそれぞれ当接させて接合されている。これらの接合は、天井パネル１４Ａのリブ６２
及び回避側壁パネル１６Ａのリブ６１を利用して、ビス等の接合手段で接合されている。
　また、分離天井パネル１４Ｂは、梁３８の底面３８Ｄと対向させて配置され、梁３８側
の端部を回避壁パネル１２Ａの切断部Ｃ１と、左右端部を回避側壁パネル１６Ａの切断部
とそれぞれ当接させ、回避壁パネル１２Ａのリブ６０、回避側壁パネル１６Ａのリブ６１
を利用して、それぞれビス等の接合手段で接合されている。
　また、図１（Ｂ）に示すように、天井パネル１４の外形寸法は、少なくとも梁３８と交
差する方向において、天井パネル１４が設置される設置部（壁パネル１２と側壁パネル１
６で形成された浴室３６を囲む壁部の上部）の外形寸法より大きく成型されている（図１
（Ｂ）に示す突出し部のΔＬ寸法参照）。このため、定形の天井パネル１４から分離天井
パネル１４Ｂを切り取って、梁３８の下方へ移動させても、接合部材２０との接合のため
の寸法を確保し、かつ、切り取られた梁下の開口部を隙間なく閉じることができる（図１
（Ｃ）参照）。なお、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂは、それぞれの幅寸法
と、定形のパネルから切り取られた奥行寸法が等しい場合には、互いの接合位置を、交換
してもよい。このような場合には、交換後の分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂ
で、梁横の開口部と梁下の開口部を同時に閉じることができる。
【００２５】
　次に、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂとの接合部について説明する。
　分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂの端部同士の接合部は、側面視がＬ字状に
突き合わされており（図１（Ａ）の丸印で示すＬ部）、図３に示す接合部材（ジョイント
部材）２０を用いて接合される。
【００２６】
　図３（Ａ）の正面図、図３（Ｂ）の斜視図に示すように、ジョイント部材２０は、平面
視がＬ字状に、端部を直交させて連結された第１接合板（壁パネル接合板）２２と、第２
接合板（天井パネル接合板）２４とを有している。ジョイント部材２０の壁パネル接合板
２２には、固定用のビス孔２６が設けられ、天井パネル接合板２４にも固定用のビス孔２
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８が設けられている。また、壁パネル接合板２２において、天井パネル接合板２４が接合
された面と反対側の面には溝部３２が形成されている。ビス孔２６は、溝部３２に開口さ
れ、溝部３２は、壁パネル接合板２２の全幅に渡り、壁パネル接合板２２の側面に沿って
一方向（横方向）に、一定の幅で形成されている。
　ジョイント部材２０は樹脂や金属製とされ、一体成型で形成してもよいし、壁パネル接
合板２２と天井パネル接合板２４をそれぞれ別個に成形した後、両者を連結してもよい。
【００２７】
　また、図３（Ｃ）に示すように、第１化粧板（曲面付化粧板）３０は、分離壁パネル１
２Ｂと分離天井パネル１４Ｂの接合部を、接合方向に連続して覆う長さに形成され、曲面
付化粧板３０の上方となる端部には、大きな曲率で側方へ曲げられた折曲げ部３０Ｋが形
成され、折曲げ部３０Ｋで折り曲がられた側の面の下方には、曲面付化粧板３０の溝部３
２と係合される一対の爪部３４が形成されている。爪部３４は、曲面付化粧板３０の全幅
に渡り、長手方向に連続して形成されている。
【００２８】
　図４（Ａ）の断面図、図４（Ｂ）の斜視図に示すように、ジョイント部材２０の壁パネ
ル接合板２２には、分離壁パネル１２Ｂの下部（切断部側）が接合され、天井パネル接合
板２４には、分離天井パネル１４Ｂの端部（切断部と反対側）が接合される。即ち、分離
天井パネル１４Ｂは、外周部のリブ６３を接合部側に向けて配置され、リブ６３やリブ６
２を利用して接合される。
　具体的には、分離壁パネル１２Ｂの補強用のリブ６０を、分離天井パネル１４Ｂの補強
用のリブ６２の上に重ねた状態で、壁パネル接合板２２をリブ６０近傍の壁板６４にビス
６８で固定し、天井パネル接合板２４をリブ６２にビス７０で固定する。
【００２９】
　このとき、分離天井パネル１４Ｂのリブ６２と直交する補強用のリブ６３は、壁パネル
接合板２２を挟んで壁パネル接合板２２の壁板６４の外側に位置している。このように、
補強用のリブ６０、６２、６３を利用して接合することにより、分離壁パネル１２Ｂと分
離天井パネル１４Ｂを、側面視がＬ字状に強固に接合することができる。
　この結果、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂを利用して、回避部１８の開口
部を閉じることができる。なお、強度維持のためには、リブの位置で切断するのが望まし
いが、梁３８の寸法、壁パネル１２及び天井パネル１４のリブ位置との寸法上の不一致か
ら、壁パネル１２や天井パネル１４を、端部にリブを残せない位置で切断した場合には、
切断されたリブのない端部を、浴室３６の外側からフランジ等で補強すればよい。
【００３０】
　また、ジョイント部材２０は、再利用パネルの接合部の接合方向に複数個取付けられて
おり、ジョイント部材２０の壁パネル接合板２２に形成された各溝部３２に、曲面付化粧
板３０に形成された爪部３４を挿入することで、壁パネル接合板２２と曲面付化粧板３０
を係合している。曲面付化粧板３０は、接合部を接合方向へ連続して覆う長さに形成され
ているので、接合方向へ複数設けられた壁パネル接合板２２を、連続して覆うことができ
る。曲面付化粧板３０の下端面は、リブ６３の上面に当接され、リブ６３の表面６３Ｆと
曲面付化粧板３０の表面３０Ｆが同一平面とされている。また、曲面付化粧板３０の折曲
げ部３０Ｋの端部は分離壁パネル１２Ｂの表面と当接されている。この結果、ジョイント
部材２０が浴室３６の内部側に突出ても、曲面付化粧板３０がジョイント部材２０を覆う
ため、接合部周りの意匠性を高めることができる。
【００３１】
　以上説明した構成によれば、建物５８の梁３８と重なる上部が、梁３８の底面３８Ｄの
方向に切断された回避壁パネル１２Ａにより、梁３８を避ける回避部１８を有する浴室３
６の梁下壁が構成され、梁３８と重なる端部が梁３８の側面３８Ｓ方向に切断された回避
天井パネル１４Ａにより、浴室３６の天井が構成され、梁３８と重なる上部の一部が梁３
８の側面３８Ｓ方向及び底面３８Ｄ方向に切断された回避側壁パネル１６Ａにより、浴室
３６の梁下壁と隣接する側壁が構成される。
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【００３２】
　また、定形の壁パネル１２から切り取られた分離壁パネル１２Ｂにより、梁３８の側面
３８Ｓと対向する新たな壁が構成され、定形の天井パネル１４から切り取られた分離天井
パネル１４Ｂにより、梁３８の底面３８Ｄと対向する新たな天井が構成され、回避部１８
の開口部が塞がれる。このとき、ジョイント部材２０により、分離壁パネル１２Ｂと分離
天井パネル１４Ｂが、側面視がＬ字状に接合される。
【００３３】
　この結果、梁３８を避けるために切り取られた開口部を塞ぐ、断面形状がＬ字状のいわ
ゆる梁欠きパネルを別途成形する必要がなくなり、大型の成型金型を必要としない部材で
形成された、建物５８の梁３８を避ける回避部１８を有する浴室ユニット１０を提供する
ことができる。
【００３４】
ここで、図１～図４を用いて浴室ユニット製造方法について説明する。なお、それぞれの
工程に記載された内容は、既に説明済みであり詳細な説明は省略する。
先ず、回避壁パネル形成工程により、定形の壁パネル１２から、建物５８の梁３８を避け
る回避部を切り取り、回避壁パネル１２Ａを形成する。上部が切り取られた回避壁パネル
１２Ａは、梁３８を避ける回避部１８を有する浴室３６の梁下の壁を構成する。
【００３５】
次に、回避天井パネル形成工程により、定形の天井パネル１４から、梁３８を避ける回避
部を切り取り、回避天井パネル１４Ａを形成する。梁３８側の端部が切り取られた回避天
井パネル１４Ａは、浴室３６の梁３８の横の天井を構成する。次に、回避側壁パネル形成
工程により、定形の側壁パネル１６から、梁３８を避ける回避部を切り取り、回避側壁パ
ネル１６Ａを形成する。梁３８の端部が切り取られた回避側壁パネル１６Ａは、２枚が対
となり、回避壁パネル１２Ａを両側から挟んで浴室３６の側壁を構成する。
【００３６】
次に、接合工程により、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂを側面視が直角状態
にジョイント部材２０で接合し、回避壁パネル１２Ａ、回避天井パネル１４Ａ、及び回避
側壁パネル１６Ａで形成された梁の梁横及び梁下の開口部を閉じる再利用パネル７２とす
る。最後に、浴室ユニット組立工程により、回避壁パネル１２Ａ、回避天井パネル１４Ａ
、及び再利用パネル７２を用いて、梁３８を避ける回避部１８を有する浴室ユニット１０
を組み立てる。
【００３７】
　以上説明した浴室ユニット製造方法によれば、回避壁パネル形成工程、回避天井パネル
形成工程、回避側壁パネル形成工程、接合工程、及び浴室ユニット組立工程を経て、建物
５８の梁３８を避ける回避部１８を有する浴室ユニット１０が製造される。即ち、大型の
成型金型を必要としない部材で形成された、建物５８の梁３８を避ける回避部１８を有す
る浴室ユニット１０を製造する製造方法を提供することができる。
【００３８】
（第２実施形態）
　図５に示すように、第２実施形態に係る浴室ユニットは、長尺の接合部材（レール式ジ
ョイント部材）４２を有し、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂの端部同士の接
合部を、レール式ジョイント部材４２で接合して再利用パネル７４を形成する点において
、第１実施形態に係る浴室ユニット１０と相違する。相違点を中心に説明する。
【００３９】
　図５（Ａ）に示すように、レール式ジョイント部材４２は、樹脂や金属材料で形成され
た平板状の連結板４４を有し、連結板４４の側面には、上下方向のほぼ中央部から支持部
４６が突出されている。支持部４６は、連結板４４を上接合部４４Ｕと下接合部４４Ｄに
仕切る位置に設けられ、分離壁パネル１２Ｂの幅の水平部を有し、支持部４６の先端部に
は、上方へ折り曲げられ分離壁パネル１２Ｂの移動を抑制する折り曲げ部４６Ｆが形成さ
れている。上接合部４４Ｕには、固定用のビス孔５６が複数設けられ、下接合部４４Ｄに
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は、固定用のビス孔５７が複数設けられている。
　連結板４４は、分離壁パネル１２Ｂと分離天井パネル１４Ｂとの接合部を接合方向へ連
続して連結する長さとされ、連結板４４の上下方向の両端部には、切欠き部４８が形成さ
れている。切欠き部４８には、浴室内部に設けられる第２化粧板（帯状化粧板）５０が、
爪部５２を利用して取付けられる。
【００４０】
　また、図５（Ｂ）に示すように、帯状化粧板５０は連結板４４の全長を覆う長さに形成
され、平板部の上下方向の両端部には、折り曲げ部が形成されている。折り曲げ部には、
連結板４４の欠き部４８と係合される爪部５２が形成されている。
図５（Ｃ）の断面図に示すように、再利用パネル７４の接合部において、連結板４４の上
接合部４４Ｕは、分離壁パネル１２Ｂの下端部を支持部４６に支持させた状態で、分離壁
パネル１２Ｂの下部とビス５４で接合される。分離壁パネル１２Ｂの下端部は、連結板４
４の上接合部４４Ｕと折り曲げ部４６Ｆで挟まれており、分離壁パネル１２Ｂの下端部の
反り等が支持部４６で抑制される。このとき、分離壁パネル１２Ｂのリブ６０と直交する
リブ６１が、支持部４６で支持されている。また、連結板４４の下接合部４４Ｄは、分離
天井パネル１４Ｂの上面（リブ６２、６３の上面）を、支持部４６の底面と当接させた状
態で、分離天井パネル１４Ｂの端部とビス５６で接合される。具体的には、分離天井パネ
ル１４Ｂのリブ６３が、ビス５６で連結板４４と接合される。これにより、分離壁パネル
１２Ｂの下端部や、分離天井パネル１４Ｂの端部の反り等が支持部４６で抑制される。
【００４１】
　本構成によれば、支持部４６を備えた連結板４４により、分離壁パネル１２Ｂと分離天
井パネル１４Ｂを、側面視がＬ字状に連結された再利用パネル７４が形成される。この再
利用パネル７４を利用して、回避部１８を形成するために切り取られた梁横及び梁下の開
口部を閉じることができる。また、帯状化粧板５０により連結板４４の全長を覆うことに
より、浴室３６の内部側の意匠性を高めることができる。
　この結果、大型の成型金型を必要としない部材で形成された、建物５８の梁３８を避け
る回避部１８を有する浴室ユニットを提供することができる。他の構成は、第１実施の形
態と同じであり説明は省略する。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　浴室ユニット　　
　１２　定形の壁パネル
　１２Ａ　回避壁パネル
　１２Ｂ　分離壁パネル
　１４　定形の天井パネル
　１４Ａ　回避天井パネル
　１４Ｂ　分離天井パネル
　１６　定形の側壁パネル
　１６Ａ　回避側壁パネル
　１６Ｂ　分離側壁パネル
　１８　回避部
　２０　ジョイント部材（接合部材）
　２２　壁パネル接合板（第１接合板、接合部材）
　２４　天井パネル接合板（第２接合板、接合部材）
　３０　曲面付化粧板（第１化粧板）
　３２　溝部
　３４　爪部
　３６　浴室
　３８　梁
　４２　レール式ジョイント部材（連結板、接合部材）
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　４４　連結板（接合部材）
　４６　支持部（接合部材）
　４８　切欠き部
　５０　帯状化粧板（第２化粧板）
　５２　爪部
　５８　建物
　７２　再利用パネル　

【図１】 【図２】
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